
●広響事務局、広響webチケット 
●チケット発売日・・・・・・・・・・・1月27日（火）

こども・・・・・・・・・・・・・・・1,000円（税込）
広響事務局 TEL 082-532-3080

おとな・・・・・・・・・・・・・・・3,500円（税込）

入場料 問合せ先

チケット取り扱い

（3歳以上中学生以下） 主催 / 公益社団法人広島交響楽協会

協賛 / 

後援 / 広島市PTA協議会、広島市中区・東区・南区・西区・安佐南区・安佐北区・
　　　安芸区・佐伯区PTA連合会、広島市、広島市教育委員会、中国新聞社、NHK広島放送局、
　　　中国放送、広島テレビ、広島ホームテレビ、テレビ新広島、広島エフエム放送、FMちゅーピー

※ご来場には公共の交通機関をご利用ください。　
※やむを得ぬ事情により、出演者および曲目を変更する場合がございます。
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広島文化学園HBGホール
［広島市文化交流会館］

15：00開演［14：30開場］
3月29日（日）
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P R O G R A M

全国40のプロ・オーケストラでは、ひとりでも多くの方がオーケストラ音楽に親しみ、オーケストラをもっと身近に感じて頂くきっかけを
作ろうと3月31日を「ミミにいちばん！ オーケストラの日」として、それぞれの地域で工夫を凝らして展開しています。

3月31日は
オーケストラの日

全席自由全席自由



大井　駿 (指揮・ピアノ)
おお い しゅん

1993年東京都出身。幼少期を鳥取市で過ごす。

2025年、第21回ハチャトゥリアン国際コンクール指揮部門第2位ならびに古典派交響曲

ベストパフォーマンス賞受賞。

2022年、第１回ひろしま国際指揮者コンクール優勝ならびに細川賞受賞。

高校卒業後に渡欧し、パリ地方音楽院ピアノ科、ミュンヘン国立音楽演劇大学古楽科、

ザルツブルク・モーツァルテウム大学ピアノ科・指揮科卒業、ならびに同大学指揮科・

ピアノ科修士課程、バーゼル・スコラ・カントルム大学院フォルテピアノ科を修了。

これまで指揮者やソリストとして東京都交響楽団、読売日本交響楽団、東京フィル

ハーモニー交響楽団、東京交響楽団、日本フィルハーモニー交響楽団、大阪フィル

ハーモニー交響楽団、大阪交響楽団、京都市交響楽団、群馬交響楽団、広島交響楽団、

広島ウインドオーケストラ、オーケストラ・アンサンブル金沢、ザルツブルク・モーツァルテウム管弦楽団、マイニンゲン宮廷楽団、

パリ警視庁吹奏楽団等と共演するほか、オーストリア国営放送ORF「Ö1 Talentbörse」、テレビ朝日「題名のない音楽会」など

のメディアにも出演。音楽之友社Webマガジン「ONTOMO」にて連載をするなど、執筆活動も積極的に行っており、様々な

フィールドを横断する稀有な若手音楽家として注目されている。

広島交響楽団
ひろ しま こう きょう がく だん

皆さんが暮らす街「広島」を本拠地にして

いるプロのオーケストラです。広島が国際

平和文化都市として平和のメッセージを

発信することを大切にしていることから、

私たちも “ Music for Peace ～ 音楽で

平和を ” ということを考え、音楽を聴いて

くれた皆さんが優しく幸せな気持ちになっ

てもらえることを願って活動しています。

1963年に広島市民交響楽団として設立され、1970年に現在の広島交響楽団という名前になり、「広響(ひろきょう)」という愛称

で親しまれています。2024年からはクリスティアン・アルミンクを音楽監督に迎えています。

年間140回におよぶオーケストラやアンサンブルの演奏会を行っていて、各地で行っている児童・生徒の皆さんを対象とした

コンサートや学校での音楽鑑賞教室では毎年1万人以上の青少年の皆さんが鑑賞されています。東京や大阪などの日本国内に、

海外でもこれまでに、オーストリア、チェコ、フランス、ロシア、韓国、ポーランドで公演を行っています。活動が評価されて、これ

までに「第5回国際交流奨励賞」「文化対話賞（ユネスコ）」「広島市民賞」などを受賞しています。

公式ホームページ　http://hirokyo.or.jp
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